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King, Ⅰ. M . の 目標達成理論検証 に 向けた理論的枠組み の 構築
一 恵者との 相互行為に お ける看護婦 ･ 士 の 目標達成度と満足度の 関連 に焦点を当て て -
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本研究の 目的 は, K ing, I. M , の 目標達成理論 の 命題 ｢ 看護婦･ 士一患者相互行為に お い て 目標 が達成 さ れ る な らば,
両者 の 間 に満足感 が得 られ る｣ を検証するた め の 理 論的枠組 み の 構築で ある｡ 文献学的方法を用い , 理論 に 関す る文献, 冒
標達成理論 に関す る文献等を対象 に, 看護学の 知識体系 における目標達成理論 の 位置 づけ, 検証の 現状 と課題等を検討 した｡
そ の 結果, 次 の こ と が 明 らか に な っ た ｡ 1 . 目標達成理論 は, 看護学の 知識 の 構造的階層 の 中 に理論 と して位置づくもの で
あ り, そ の 範囲 か らみ ると 中範囲理論 に分類 され る｡ 2 . 目標達成理論 は, 多様 な看護学領域 にお け る研究 や実践 に活用可
能で あ り, 未検証命題 を中心 とす る経験的検証 の 累積 は, そ の 活用促進 と な る｡ 3 . T he o r etic al Substr u ctio n を適用す
る こ と に より, 精度 の 高 い 理論的枠組みを構築でき る｡ 考察 に お い て は こ れ らの 結果を統合 し, 理論 的枠組 みを構築 した ｡
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King, Ⅰ. M . の 目標達成理論
l) は 1 日標達成 をめ ざ
す看護婦 ･ 士と患者の人間的な相互行為の 過程に焦点を
当て た看護理論で ある｡ 千葉大学看護学部看護教育学教
育研究分野にお ける研究の多く は, 研究の 基盤と なる用
語の概念規定や理論的枠組みに 同理論を採用して いる 2)0
筆者等は, そ れ ら看護教育学研究 の基盤強化 に 向け,
1995年以後, 目標達成理論の検証に取り組んで き た 3)0
本研究はそ の 一 環 で あり, 看護婦 ･ 士を対象とする研究
に よる同理論の命題 ｢看護婦 ･ 士一患者相互行為にお い
て 目標が達成されるならば, 両者 の 間 に満足感が得られ
る｣ を検証するため の 理論的枠組み構築をめざす｡ 看護
婦 ･ 士を対象とする こ の命題の 検証は, 患者と の 相互行
為にお ける目標達成度が高く, 満足度も高い看護婦 ･ 士
養成の た めの 基礎資料とし て も看護教育学的に重要で あ
る ｡ 理論的枠組み 4) は, 看護学の 知識体系にお ける研究
の 位置づ けを明確に するととも に , 研究が論理的に展開
され るよう方向づ ける｡ ま た, 精度 の 高い 理論的枠組み
の 構築は, 研究 の確実な遂行に貢献する｡
Ⅱ
. 研究目的
目標達成理論の命題 ｢看護婦･ 士一患者相互行為にお
い て 目標が達成され るならば, 両者 の 間 に満足感が得ら
れ る｣ (以 下, 命題 A) の検証に向けて , 精度 の高 い理
論的枠組みを構築する｡
Ⅲ
. 研究方法
本研究は, 文献学的方法5) を用 い次 の よう に実施した｡
①理論に関する文献 6)の精読による理論の定義 ･ 種類 ･
看護学の知識体系に おける位置づけ の 検討を通し, 看護
学の知識体系に おける目標達成理論の 位置づ けと特徴を
明らか に した｡ ②理論検証に 関する文献 6) の精読に よる
理論検証の定義 ･ 方法 の 検討を通 し, 目標達成理論の 特
徴に合致した検証方法を明らか に した｡ ③目標達成理論
に関する文献 6) を理論検証とい う視点か ら分析し, 目標
達成理論に関する検証の 現状と課題を明らか に した ｡ ④
③ の成果に基づ きさら に 文献 6) を検討 し , 命題 A の 検
証に使用可能な測定用貝を明らか に した ｡ ⑤①か ら④の
結果を命題 A の検証とい う観点か ら考察 し, そ の 内容
を統合する こと に より理論的枠組みを構築した｡
な お, こ れ ら 一 連 の過程に お い て は, 各文献の 記述内
容を正確に解釈し, 妥当性を確保 した結果を導き出すた
め に , 本研究と同様に文献学的方法を用い て 研究の 理論
的枠組みを構築した先行研究 7) を参考 にするとともに ,
King, Ⅰ. M . の 目標達成理論に 精通 し た研究者 に よる
ス ー パ ー ビ ジ ョ ン を受けた｡
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Ⅳ . 結 果
1. 看護学の知識体系にお ける目標達成理論の位置づけ
と特徴
看護学に お ける理論に関する文献を検討した結果, 様々
な研究者が, 理論 に閲し, 定義, 範囲からみた種類 , 看
護学の知識体系に おける位置づ け に言及し て い た｡
Chin n, P . L. 等 8) 9) , M eleis, A. Ⅰ.
10)
, Fa w c ett, J.
等11) は, 理論 に 関する既存の 定義を , 焦点, 内容 の 限定
の 程度とい っ た観点か ら検討し, 各 々新たな定義を提示
した｡ ま た, Diers, D .
12) は, 研究 に おけ る ｢ 問い｣ と
｢答え｣ とい う視点から理論をと らえ , 定義 を示し た｡
各定義は, 理論を現象に対する系統的な見方を示すもの
と して い る点 に共通性が ある 一 方, ｢現象を記述, 説明,
予測, コ ン ト ロ ー ル す る機能を持 っ｣, ｢概念, 定義, 概
念間の関連を述 べ る命題から構成される｣, ｢抽象的で仮
定的なもの で ある｣, ｢研究と い う知的創造の 過程を経て
生み出され る｣ 等, 強調する側面が各々 異な っ て い た｡
ま た, 各定義は排他的で なく, いずれも他の研究者から
承認され て い た｡
以上は, 理論が, そ の 目的, 構成要素, 抽象性, 仮定
悼, 機能, 構築過程に着目し, ｢現象へ の 体系的な見方
を提示する目的をも っ て , 研究と い う人間の知的創造の
過程を通して 産み出され るもの で あり, 抽象的か つ仮定
的な相互に 関連する 一 連の 概念, 定義, 命題から構成さ
れる｡ ま た, そ の機能は, 現象を記述, 説明, 予測, コ
ン ト ロ ー ル す る こ と で ある｣ と定義で きる ことを示す｡
ま た , 理論は, そ れが対象とする範囲に より, 大理論,
中範囲理論と い っ た種類に分類される1 3)｡ 大理論は, 良
も広い範囲を包含する理論で あり, 比較的抽象度が高く
操作的定義を持たな い非特定的な概念と , 直接的, 経験
的検証が困難な命題か ら成る｡ 中範囲理論は, 大理論よ
りも範囲が狭く特定的で 限られ た数の 概念, 及び, 現実
世界に対する限定的な見方を示し直接的 ･ 経験的に検証
可能な命題か ら成る｡
さ ら に, 理論は, メ タ パ ラ ダイ ム , 哲学, 概念枠組み,
経験的指標等とともに , 看護学の知識を体系づける構成
要素 9)10)14) の 1 つ に位置づ けられ る｡ こ れち の 内メ タ パ
ラ ダイ ム , 概念枠組み, 理論は, い ずれも概念と命題か
ら構成され, 各々 の違 いはそ の抽象度に基づく｡ Fa w c ett,
J. 13) は, そ れ に着目し て 各構成要素間の 関係を図式化
し, 知識の 構造的階層と命名 した｡ Fa w c ett, J. に よ る
と, 看護学の理論 は, メ タ パ ラ ダイ ム概念で ある人間,
環境, 健康, 看護 に 閲し, 理論家が持 っ 哲学を反映して
構築された概念枠組みか ら導き出され たも の で あり, 特
定的で具体的な現象 に焦点を当て た概念と命題から成る
もの とし て知識の構造的階層に位置づけ られる ｡
目標達成理論 は, 人間, 環境, 健康, 看護 に対する理
論家 K ing, Ⅰ. M . の 哲学 を反映 した概念枠組み より導
き出され て おり, 9 つ の主要概念と8 つ の命題から成る｡
そ の構築過程 にお い て は, 様 々 な学問分野にお ける研究
成果が統合された｡ 目標達成理論は, 看護婦 ･ 士と患者
の相互行為に お ける目標達成とい う特定の 現象に焦点を
当て , そ れ ら に対する体系的な見方を提示して い る｡ こ
れ は, 目標達成理論が , 看護学の知識の 構造的階層の 中
に ｢理論｣ と して 確実に位置づ き, そ の 範囲か らみると
中範囲理論に分類され る ことを示す｡
2. 目標達成理論の 特徴に合致 した検証方法
1) 理論検証の 定義と方法
理論検証 に関する文献に よると, 看護学における理論
検証の重要性 は1950年代10) より強調され て い たが, そ の
定義, 方法 に対する考 え方は1986年 の Silva, M . C. の
論文15) を契機に発展 した ｡ こ の論文は, 経験的検証 と呼
ばれる方法を用い た研究を理論検証研究とする考え方を
示 し, 他 の 研究者10)13) 1 6) か ら支持を得ると同時に , 理論
検証 へ の 関心を高め, 定義, 方法 に関する検討 17)18) 19) を
促進した｡
ま た , Silv a, M . C . は そ の 後 も理論検証 の定義 と方
法を問い続け, 1992年, 再び論文20) を発表した｡ これ は,
1986年の自身の論文を看護学 にお ける理論検証の定義の
明確化に貢献したと価値づける 一 方, 経験的検証を唯 一
の 検証方法とした こと へ の 限界を指摘した｡ . ま た, 理論
検証を ｢理論が主張 , 経験するとし て い るも の が実際に
そう で あるか, 学術や実践にお ける重要な問題を解決す
るか どうかを証明する過程で ある｣ と定義 し, そ の 方法
と して①経験的検証, ②批評的推論に基 づく検証, ③看
護実践 へ の 活用に基づく検証, ④個人的体験の 記述に基
づく検証, の 4種類を提示した｡ こ の定義と方法は他の
研究者1 0)1 3) に 受け入れ られ , 中 で も, Fawc ett, J. 13) は,
そ の 著書にお い て Silva, M . C. の 考 え方をさら に 整理 ,
発展させ た｡
Fawc ett, J.
1 3)
に よ ると, 4種類の 理論検証方法の う
ち, 経験的検証は, 測定用貝を用い て理論を構成する概
念を測定し, 得られた実際の デ ー タ を用 い , 理論 に お け
る主張の正しさを量的 ･ 演揮的に確認する方法で ある｡
こ れ は, 中範囲理論を直接検証する最適な方法とされる｡
そ の過程に お い て は概念と適切に関連する測定用具の 選
択が重要で あり, そ の ため に は, The oretic al Substr u c-
tio n4)21) 22) 23) 24) の 実施が有効で ある｡ こ の 方法 は, 研究
に おける主要概念の 認識 ･ 分離, 概念間の 関係の 陳述,
抽象度 に よる概念の階層的系列化とそ の 関係の 図式化に
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より, 研究 にお ける理論的要素(理論の概念)と操作的要
素 ( 測定用具, 経験的指標) の 間の 整合性, 論理性検討
を可能 にする｡
批評的推論に基づく検証は, 実際の デ ー タ を用 い る こ
となく , 知的活動を通して 理論を記述, 分析, 批評し,
理論 の 長所や限界を解説する方法で あり , あ らゆる種類
の 理論に適用で きる｡
実践 へ の活用に基づく検証は, 理論が実践に おける問
題解決や質向上に役立 っ こ とを確認するため, 理論を実
践に意図的に活用し, そ の 結果を評価する方法で ある｡
こ れ は全 て の 種類の 理論に用い うるが , 特 に , 中範囲理
論に効果的で ある ｡
個人的体験の 記述に基づく検証もまた実際の デ ー タ を
用 い る方法で あるが , 質的 ･ 帰納的方法論を用い る点で
経験的検証と異なる ｡ 具体的に は, 大理論が包含する現
象に関する個人的体験を記述し, 大理論の哲学的基盤に
立脚した質的 ･ 帰納的方法論に基づく分析を行い , デ ー
タ と大理論の 概念, 命題 の 一 致 を検討する｡ こ の方法は,
大理論 の 直接的検証に有効とされる｡
以上 は, 4種類の 理論検証の方法の 内, 中範囲理論の
検証に は特に前三者が有効で ある ことを示す｡ 従 っ て ,
先述 の通り目標達成理論は中範囲理論で あり, そ の検証
に は, 経験的検証, 批評的推論に基づく検証, 実践 へ の
活用に 基づく検証の 3種類を用い る ことが有効で ある｡
3. 目棲達成理論に関する検証 の現状と課題
目標達成理論が発表され た1981年から1998年ま で の期
間に おける同理論に関する文献を検索した結果, 国内外
の文献122件を収集で きた｡ こ れ ら122件の 内容を理論検
証とい う視点か ら分析した結果, 3件が経験的検証, 43
件が批評的推論に基づく検証, 24件が実践 へ の活用に基
づく検証で あり , 残 る52件は, 理論検証で はなく, 研究
の基盤と して 目標達成理論を活用したもの で あ っ た｡
経験的検証で あ る3件25) の 検討結果は, 目標達成理論
の 8命題中3命題が実際の デ ー タ に よ っ て検証され て お
り, 命題A を含む5命題は未検証で ある ことを示した｡
批評的推論に基づく検証で ある43件26) の 検討結果は,
目標達成理論が , 目標達成を導く看護婦 ･ 士 一 患者相互
行為に 関する実際的知識を提供し, 研究, 実践! 教育 に
活用で きる理論で あ る 一 方, 論理演揮的に構築された同
理論の活用を促進するた め に , 未検証命題を中心とする
経験的検証の 累積を課題とするこ とを示した｡
実践 へ の活用に 基づく検証で ある24件2 7)の 検討結果は,
目標達成理論が, 多様な看護状況に おける看護婦 ･ 士 一
患者相互行為を目標達成に導く指針とし て , 病院 に おけ
る看護実践の基盤と して , ま た看護基礎教育及び継続教
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育 に お い て活用で きる ことを示 した｡
研究 の基盤と して 目標達成理論を活用して い た52件28)
の 検討結果は, 目標達成理論が様々 な看護学領域の研究
の基盤とし て 用い られ て い る こ とを示した｡ ま た, そ の
中に は, 命題 A が焦点 を当て る看護婦 ･ 士一患者相互
行為に おける目標達成と満足感に閲し, 概念分析に よる
概念の属性解明29) , 及 び, 前者 に関する測定用異聞発 釦)
を試みた先行研究が存在するこ とを示した｡
4
. 命題検証 に使用可能な測定用具
前項の結果は, 目標達成理論が, 批評的推論に基づく
検証, 実践 へ の活用に基づく検証を用い て広く研究され
て い る こ とを示す 一 方, 量的 ･ 演梓的研究で ある経験的
検証の 累積を重要な課題とし て い る ことを明らか に した｡
そ こ で , 命題 A の経験的検証 に 向け て , 患者 と の 相互
行為にお ける看護婦 ･ 士 の目標達成度と満足度各々 に 関
する測定用異を検討した｡
1) 患者との 相互行為にお ける看護婦 ･ 士 の 目標達成度
に関する測定用具
前述した通り経験的検証に お い て は, 概念と適切に関
連する測定用具を選択する必要がある｡ 第3項の結果は,
看護婦 ･ 士 一 息者相互行為に おける目標達成に 関する概
念の 属性解明29) , 及び, 測定用異聞発x') を試みた研究が
存在するこ とを示した｡ 前者は, 看護婦 ･ 士- 患者相互
行為における目標達成の経験的指標となる測定用具が ,
①専門的知識 ･ 技能 ･ 態度を昏区使 した看護過程展開, ②
開放的で 適切な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 維持と知覚の 一 致促
進, ③相互行為 へ の患者の積極的参加促進, ④医療従事
者との 相互行為に おける役割遂行, ⑤組織人と して の役
割遂行の 5側面から, 看護婦 ･ 士 の行動の適切性を測定
すると い う要件を備えて い る必要性を示した｡ ま た, 級
者は, そ の 要件を満たす信頼性 ･ 妥当性を確保 した測定
用具と して , ｢ 看護婦･ 土日標達成行動尺度 (Sc ale of
Nurs e
'
s Perfor manc efor Go al Attain ment: NPGA)｣
を開発して い た｡ 従 っ て , NPGAは, 看護婦 ･ 士 一 息者
相互行為にお ける目標達成度に 関する測定用具と して採
用で きる｡
2) 患者との 相互行為にお ける看護婦 ･ 士 の満足度に 関
する測定用具
第3項 に示した通り , 看護婦 ･ 士一恵者相互行為に お
ける満足感 に閲し, 概念の 属性解明を試みた研究29)が存
在した｡ こ の 研究は , 経験的指標 とな る測定用具が ,
｢看護婦･ 士一患者相互行為に おける出来事と個々 人の
価値観が合致する程度を測定で きる｣ と い う要件を満た
す必要性を示した｡ しか し, こ の要件に合致する測定用
具開発は試み られ て い な い｡ そ こ で , 要件 に合致する既
存の測定用具検討 に向け, 患者と の相互行為が看護婦 ･
士 の仕事に おける中心的役割で ある ことを踏まえ, 看護
婦 ･ 士 の仕事 に対する満足度に関する文献を検索 した｡
1993年か ら1998年ま で の 5年間を対象と し, 看護婦 ･
士 の仕事に 対する満足度に 関する国内外の 文献を検索し
た結果, 測定用具を用い て看護婦 ･ 士 の仕事に対する満
足度を調査 した研究は80件で あ っ た｡ ま た , そ の 測定用
具 に は, 心 理学 ･ 社会学と い っ た他学問領域にお い て多
様な職業に就い て い る人 々 を対象に 開発され たもの 31) ,
及 び, 看護学領域に お い て対象を看護婦 ･ 士 に限定し て
開発された もの があり, 後者 は, Index of W ork Satis-
fa ctio n32) (IW S) ある い はそ の 日本語版33) (IW S 日本語
版), McClo skey/M ulle r Satisfaction Sc ale
34)(M M SS)
ある い はそ の 日本語版 (MM SS 日本語版)35) , Nu rsing
W o rk Inde x (N W I)3 6) , Nu r sing Job Satisfa ctio n
Sc ale37)(N JSS), W o rk Satisfaction Sc ale 38)(W S) の
5種類で あ っ た｡ そ の 内, IW S, M MSS, N W I, W SS
が給料, 職業的地位, 同僚との 相互行為, 組織の方針等,
患者と の相互行為以外の 多様な要素を含めて看護婦 ･ 士
の仕事に対する満足度を測定するの に対し , N J SS は,
専門職とし て の実践を基盤に生じる看護婦 ･ 士 の満足度
を組織に所属する ことか ら生じる満足度と区別して測定
すると い う特徴を持 っ て い た｡ すなわ ち, N JSS は, 香
護 の目標達成を目指して 患者との相互行為を重ねると い
う看護婦 ･ 士 の 仕事にお ける中JL､的役割に対する満足度
を測定する尺度で あ っ た｡ ま た, そ の測定概念で ある専
門職的/ 職業的職務満足は, 看護婦 ･ 士が, 患者と の 相
互行為に お い て 提供し て い る看護の質, 看護提供 に関わ
る時間, 患者と の相互行為を中心的役割とする現在の 立
場にお ける全体的な喜びに対 しど の よう に考え て い るか
を意味すると規定され て い た｡ こ れ は, N JSS が, 自分
と患者との 相互行為を中心とするで き ごとが看護婦 ･ 士
の 価値観に照らし て どの よう で あるかを測定するもの で
ある ことを表す｡ 従 っ て , N J SS は, 看護婦 ･ 士一患者
相互行為に おける満足感の 測定用具とし て使用で きる｡
Ⅴ . 考 察
本研究の結果, 次の こ とが明らか に な っ た｡ ①理論は,
現象 へ の体系的な見方の 提示を目的とし, 研究と い う人
間の知的創造過程を通して産み出され るもの で あり, 捕
象的か っ 仮定的な相互に関連する 一 連 の概念, 定義, 命
題から構成される ｡ ま た, そ の機能は, 現象 の記述, 読
明, 予測, コ ン ト ロ ー ル で あ る｡ ②目標達成理論 は, 香
護学 における知識の構造的階層の中に理論とし て位置づ
き, そ の範囲か らみ ると中範囲理論に分類される｡ ③理
論検証は, 理論が主張, 経験すると して い るもの が実際
に そう で あるか, 学術や実践に おける重要な問題を解決
するかどうかを証明する過程で ある｡ ④目標達成理論は,
多様な看護学領域にお ける研究や実践に活用可能であり,
そ の活用促進に向け, 特 に 命題 A を含む未検証命題を
中J[▲､とする経験的検証の累積が必要で あ る｡
こ れ らは, 目標達成理論検証 の 一 環 と し て 命題 A の
経験的検証を実施する ことが, 看護教育学研究の基盤強
化及び患者との相互行為に おける目標達成度が高く, 宿
足度も高い 看護婦 ･ 士養成の基礎資料とな ると い う意義
に加え, 多様な看護学領域に お ける目標達成理論の活用
促進とい う意義を持 つ こ とを示す｡
ま た , 本研究の結果は, 経験的検証を行う際, 概念と
適切に 関連する測定用具の選択が重要で あり, そ の ため
に は, 研究 に おける主要概念の 認識 ･ 分離, 概念間の 関
係の 陳述, 抽象度に る概念の 階層的系列化と変数間の 関
係の 図式化に よる T be o r etical Substru ction の 適 用が
有効で ある こ とを明らか に した ｡ 同時 に , 概念分析の結
果に基づき命題 A が焦点を 当て る看護婦 ･ 士一恵者相
互行為における目標達成と満足感各々 に関する測定用具
の 要件が明らか に な っ て お り , そ の 要件を満たす測定用
貝も存在する ことを明らか に した ｡ こ れ らは, T he o r eti-
cal Snbstr u ctio n を適用し, 命題A が焦点を 当て る概念
に関する概念分析の結果とそ の 結果が導い た測定用具を
統合するこ と に より, 命題 A の 経験的検証に 向けた精
度の高い理論的枠組みが構築可能性が高い ことを示唆す
る｡
以上は, 次 の ような理論的枠組みが, 看護婦 ･ 士を対
象とする命題 A の 経験的検証を導く ことを示す (図1)｡
①命題 A ｢ 看護婦･ 士一患者相互行為に お い て 目標が
達成されるな らば , 両者の 間 に満足感が得 られ る｣ か ら
｢ 看護婦･ 士一恵者相互行為に お ける目標達成｣ と ｢ 看
護婦 ･ 士一患者相互行為に おける満足感｣ の 2 つ の概念
を認識 ･ 分離で きる｡ ② こ の 2 つ の概念の 関係は, 看護
婦 ･ 士 に焦点を当て , ｢ 患者と の 相互行為 に お い て , 目
標達成度が高い看護婦 ･ 士は, そ れ が低い看護婦 ･ 士よ
りも満足度が高い｣ と陳述 で き , こ の 陳述 は, 命題 A
を検証する研究に お け る仮説と なる ｡ ③② の 陳述は ,
｢患者と の相互行為 にお ける看護婦 ･ 士 の 目標達成度｣
と ｢ 患者との相互行為に おける看護婦 ･ 士 の満足度｣ の
2 つ の 概念か ら成る｡ ④概念分析の 結果に基づ き, 各概
念に関する測定用具は次の要件を満たす必要が ある｡ す
なわ ち, ｢患者と の 相互行為に おけ る看護婦 ･ 士 の 目標
達成度｣ の経験的指標となる測定用具は, 看護婦 ･ 士行
動の適切性を, ①専門的知識 ･ 技能 ･ 態度を馬区使 した看
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護過程の展開, ②開放的で適切な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 維
持と知覚の 一 致促進 , ③相互行為 へ の患者の積極的参加
促進, ④医療従事者との 相互行為に おける役割遂行, ⑤
組織人とし て の役割遂行の 5側面か ら測定で きる必要が
ある｡ ま た, ｢患者と の相互行為に お ける看護婦 ･ 士 の
満足度｣ の経験的指標とな る測定用具は, 患者と の相互
行為の状況が, 看護婦 ･ 士 の価値観に照らし合わせた場
合どの よう で あるかを測定で きる必要がある｡ ⑥ ｢患者
との相互行為に お ける看護婦 ･ 士 の目標達成度｣ は, 経
験的指標となる要件を備え た NPG A を用 い て 測定 で き
る｡ ⑦ ｢患者との 相互行為に おける看護婦 ･ 士 の満足度｣
は, そ の経験的指標となる特性を備えた N JSS を用 い て
測定で きる｡ ⑧ ｢ 患者との相互行為に おける看護婦 ･ 士
の満足度｣ は, そ の 経験的指標とな る特性を備え た N J
SS を用い て測定で き る｡ ⑨看護婦 ･ 士を対象 とする調
査を実施し , N P G A得点 と N J SS得点の 相関関係 を検
討する こと は仮説の 検証となり, そ れ に より仮説を導い
た命題Aの経験的妥当性の検討が可能となる｡ ⑲そ の 成
果は, ｢看護教育学研究の基盤を強化する｣, ｢患者 と の
相互行為に お ける目標達成度が高く, 満足度も高い 看護
婦 ･ 士養成の 基礎資料を提示する｣, ｢ 多様な看護学領域
に おける目標達成理論の活用を促進する｣ こと に 貢献す
る｡
Ⅵ
. 結 論
1 . 目標達成理論は, 看護学の知識の構造的階層の 中に
理論とし て位置づ き, そ の範囲からみると中範囲理論に
分類され る｡
2 . 目標達成理論は, 多様な看護学領域に お ける研究
や実践に活用可能で あり, そ の検証に は経験的検証, 批
評的推論に基づく検証, 実践 へ の活用に基 づく検証の 3
種類の 方法が有効で ある｡ ま た, 活用促進に 向け, 特 に
未検証命題を中心とする経験的検証の累積が必要で ある｡
3. 目標達成理論検証の 一 環 と し て の 命題 A の経験的
検証は, 看護教育学研究の基盤強化及び患者との相互行
為にお ける目標達成度が高く, 満足度も高い 看護婦 ･ 士
養成の 基礎資料となると い う意義に加え , 多様な看護学
領域にお ける目標達成理論の活用促進とい う意義を持 っ ｡
4. T heoretic al Substr u ctio n を適用 し, 命題 A が焦
点を当て る概念に関する概念分析の結果及びそ の結果が
導い た測定用具を統合する こと に より , 命題 A の経験
的検証に 向けた精度の高い理論的枠組みを構築で きる｡
5
.
1 か ら4に基 づ き, 命題 A の経験的検証の た め の
理論的枠組みが構築された ( 図1)｡
本論文は, 千葉大学大学院看護学研究科にお ける博士
学位論文の 一 部 で ある｡ ま た , 公益信託山路ふみ子専門
看護教育研究助成基金より助成を受けた ｡
研 究におけ る主
J=:L
概 念間 の関係 の
J=:L
抽 象度 に よる概
の 階層 的系列 化
変 数間 の 関係 の
看護婦 ･士 一 患者相互 行為におい て 目標が達成 執 るならば､ 両者の 間に 満足感が得られる
｢看 護婦 ･ 士 一 恵 者相互行 為における目 標達 成Jと｢看護 婦･士 一恵者 相互 行為に おける満足 感｣の 間に
は関 係があ も
1
r患者との 相互 行為に おける看護婦 . 士 の目標 達成度｣と｢患者との 相互行 為にお ける看 護婦 ･ 士の 満
足度｣ の間に(欄 係 があ も
患 者との相互 行為 において ､ 目 標達成 度が 高い看 護婦 ･士は ､ それが低 い 看護 婦･ 士よりも満足度 が
高 い ｡(仮 説)
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命題｢看 護婦 ･士 一 恵者相 互行 為におい て 目標が 達成 されるならば, 両 者の間 に満足感が 得られる｣ の経験的 妥当 性の 検 討
図 1 T he oretic al Substr uctio nに基づく目標達成理論の命題検証を導く理論的枠組み
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T H EC O N STR U C TION F T H EO RE TICA L FRA M EW O R K F O RT ESTIN G
T H E KIN G
'
S T H E O R Y O F G O AL AT T IN M E NT: FO C U SE D O N T H E R ELAT IO N S HIP
B E T W EE N T H E D EG R E O F G O AL T T AIN M E N T A N DT HAT OF
S AT ISFA CTIO N O F N U R SES IN IN T E R A C TIO N S WI T H PATIE NTS.
To m o mi Ka m e oka
'
, W akako Sadah ir o
'
, Na o mi Fu n a shim a
'
I
Departm ent of Nu r sl ng E du c atio n, Scho ol of Nu r sl ng, C hiba Univ e r sity
K E Y W O R D S:
King
'
s T heory of Go al Attain m e nt, the o r etical fram ew ork, go alattain m e nt, s atisfaction
T he pu rpo s e of this r e se arch w a sto c onstru ct the o r etic al fr a m e w o rk fo r testlng On e Of the pr op-
o sitio n s of King
'
s T heory of Go al Attain m ent of which fo c u s ew a s on the r elatio n ship betw e e n
go al attain m e nt a nd s atisfaction in n u rse-patie nt inte r a ctio n s. P hilo ogic al m ethod w a s u s ed to
c onstru ct the theoretic al fram ew ork. The a n alysュs Of the literature of theory, King
'
s T he o ry of
Go al Attain m ent, and so on ide ntified the follo w l ngS . 1. T he T he ory of Go al Attain ment is o n eof
the the ory in stru ctural hie r alchy of n u r sing kn owledge and a middle r a nge the o ry . 2. The Go al
A ttain ment The ory c o ntribute to v a ried a r e a of nur sl ng re s e ar ch a nd pr a ctic e, a nd a c c u m ulatio n of
em piric al testlng Of the the o ry lS n e ed d fo rprogre s slng the us e of it m o r e. 3. e mpl ric al testing of
the pr opositio n of the Go al Attain ment The ory c ontribute s fo r the u s e of it in v ario us are a of
n u r sl ng . 4. pr ecis e the o r etic al fram ew ork will be c o n structed by ap plying theoretical s ubstructio n.
T he the o r etic al fram ew ork w a s c o n structed o ut of the s efindings .
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